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日本における海洋プラスチック廃棄物の問題	

主要な海洋プラスチック廃棄物は、地球規模の環境汚染問題であり、日本の環境脅威の一つでもあります。廃プラ

スチックは、量的にも質的にも海の生態環境に大きな悪影響を与えて	います。海洋プラスチック廃棄物は深刻な
問題なのです。しかし、再利用可能なバッグや容	器を使用したり、リサイクル活動を支援することで、海洋プラスチ
ック汚染を減らす方法が	あります。日本の海洋プラスチックごみには、まだまだ解決しなければならない問題が多
い	ので、海洋プラスチックごみの現状をみていきます。以下に、日本における海洋プラスチックごみの問題点とそ
の解決策を紹介します。	  

梱包材の廃棄物	  

日本の食品のほとんどは、リサイクルやコンポスト化ができないパッケージで販売されているため、パッケージのゴ

ミは日本における大きな問題です。多くの企業は、飲食物を購入	する際に使い捨ての包装を使用しないよう、再
利用可能な容器を持参するよう消費者に奨励金を出し始めています。これは、企業が排出する廃棄物の量を減ら

すことにつながり、効果的でした。	  

食品廃棄物	  

日本では、生ゴミが他の有機性廃棄物(例えば落ち葉や草など)のようにリサイクルやコンポストに回されず、埋め
立てられることが多いことも深刻な問題です。生ゴミは冷蔵庫で冷やさないと腐るからリサイクルできないと思って

いる人も多いようですが、生ゴミを冷やしてから市町村の緑地回収に出すなど、回避する方法はあります。	  

漁網などの漁具が生分解性でない問題点	

網やロープなどの漁具は、ナイロンやポリプロピレンなどの合成樹脂でできており、微生物が分解しにくい性質を持

っています。そのため、プラスチックが分解される前に海洋に⻑く留まり、やがてマイクロプラスチックとなって水生
動物や人間に害を及ぼす可能性がある	のです。	  

海流がもたらすゴミの日本への持ち込み	

海流は、海外から日本の海域にゴミを運び込みます。その中には、日本より人口が多く、ゴ	 ミの排出量も多い中国
からのゴミも含まれています。これらのゴミはすべて日本の海岸に	流れ着きます。このように、海洋プラスチック汚
染は日本や日本の人々に害を与えています。	海岸近くに住む多くの人々は、毎日プラスチックのゴミを見たり、臭
いをかいだりしなければならないのです。	  

プラスチック汚染の恐ろしさを知らない人たち	

残念ながら、プラスチック汚染の深刻さを理解していない人たちがいます。多くの人は、プ	 ラスチックは時間が経つ
と細かく分解されるので、ガラスや金属缶のように分解されない	 ゴミほど有害ではないと考えています。しかし、小
さな破片は魚にとって大きな塊よりも避	けるのが難しいため、かえって悪い影響を与えることがあるのです。また、
これらの小さな	破片が太陽に熱せられると、ベンゼンやスチレンなどの化学物質が放出され、それを食べる	 と人
間の癌を引き起こす可能性があるのです。悲しいことに、世界が危機に直面していることを認識している日本人は

ほとんどいません。たとえ気づいていても、日本人はそれに対して何もしないことを選択します。日本の環境保護活

動家であるマイクは、環境問題にはいくつかのおかしな点があり、事実を確認することによって修正される必要が

あると言います。	  



流通システムの失敗	  

海外からの需要がない、日本企業の投資が少ないなどの理由で、海洋プラスチック廃棄物の	流通システムはまだ
確立されていない。日本企業は、漁師が回収した海洋プラスチックを建材や繊維などの新製品の原料として海外で

販売しようとしたが、海外では海洋プラスチックに含まれる重金属などの有害物質の汚染を恐れて、原料として受

け入れてもらえないため、うまくいっていない。	  

まとめ	  

日本における海洋プラスチック廃棄物の問題は、⻑年にわたり深刻な問題となっている。海に捨てられるプラスチッ
クゴミの量は年々急増しています。また、海洋プラスチックゴミは	深海ゴミであるため、海からの撤去が難しくなっ
ており、地球規模の問題ともいえます。日本では、この問題を解決するために、海洋プラスチックゴミを減らすため

のさまざまな対策や技術開発が行われてきました。しかし、日本の海洋プラスチックごみには、まだまだ多く	の問
題があります。これらの問題を解決するためには、環境問題に対する意識の向上と、一人一人が毎日出すゴミの

量を減らすための生活習慣の改善が必要です。	  

 


